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１．はじめに 

けい酸塩系表面含浸工法は，農業用水路の補

修工法としての適用事例が少なく，補修効果に

関するマニュアル類 1)への記載は限定的なもの

となっている．特に，寒冷地などの過酷な環境

における補修施工後の追跡調査の結果を取り

まとめた例は少ない． 

本報では，寒冷地の二現場を対象に含浸工法

の試験施工を行った現場について，施工後一年

経過時点で追跡調査を行った結果を報告する． 

２．試験施工の概要 

寒冷地であるN県と T県に位置するRC開水

路を二現場選定し，試験施工を行った．施工方

法は，けい酸塩系表面含浸材と速硬性のポリマ

ーセメントモルタルを使用した複合工法であ

り，既設躯体への含浸材塗布，含浸面へのポリ

マーセメントモルタル被覆，被覆材上への含浸

材塗布，の工程である．材料や施工については，

既報 2)に詳述する． 

追跡調査では，目視と打音による変状確認，

テストハンマー強度試験，付着強度試験，表層

透気試験，を実施した． 

３．N県における追跡調査の結果 

3.1 テストハンマーによる一体化性の評価 

N県の現場におけるテストハンマー強度試験

の結果を Fig.1 に示す．いずれの測定位置にお

いても，施工後一年後の測定値は補修前と比較

して増加しており，圧縮強度に換算すると，標

準的な現場打ち鉄筋コンクリート開水路の設

計強度である 21N/mm2以上を満足した．このこ

とから，表面被覆材と既設躯体との一体化性が

保たれていることが確認できた． 

3.2 付着強度の評価 

N 県の現場における付着強度試験の結果を

Fig.2 に示す．いずれの測定位置においても，

施工後一年後の測定値は補修前と比較して増

加したことが分かる．特に両側壁については，

無機系被覆材の付着強度の品質規格 1)である

1.5N/mm2以上を満足するものであった． 

一方，底版においては，1.5N/mm2を下回った

が，同品質規格において厳しい環境を考慮した

1.0N/mm2以上 1)は満足するものであった．この

ことから，現状では一定の補修効果が確認され

たものの，今後の追跡調査で注視していく必要

があると考えられた． 
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Fig.1 N県現場におけるテストハンマー強度 
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3.3 表層透気係数の評価 

本現場において表層透気試験を行ったとこ

ろ，施工後一年時の測定値はいずれの測定位置

においても補修前と比較して低下した．透気係

数は 0.001～0.01×10-6m2の範囲であり，透気性

はきわめて小さく，良好な数値と言える．よっ

て，施工後 1年時点では補修効果を発揮してい

ることが確認できた。 

 

４．T県における追跡調査の結果 

4.1 テストハンマーによる一体化性の評価 

T県の現場におけるテストハンマー強度試験

の結果を Fig.3 に示す．両側壁において，施工

後一年時の測定値は補修前と比較して増加し

ており，N県現場と同様に，表面被覆材と既設

躯体との一体化性の保持が確認できた． 

4.2 付着強度の評価 

T 県の現場における付着強度試験の結果を

Fig.4 に示す．結果として，両側壁ともに施工

後一年時の測定値は補修前と比較して増加し

ており，無機系被覆材の付着強度の品質規格で

ある 1.5N/mm2以上 1)を満足するものであった． 

4.3 表層透気係数の評価 

本現場における表層透気試験の結果，施工後

一年時の測定値は両側壁ともに補修前と比較

して低下した．得られた透気係数は 0.001×

10-6m2 以下（右岸壁面）と 0.0120×10-6m2（左

岸壁面）であり，右岸と左岸とで差異はあるも

のの，いずれも良好な数値を示した． 

 

５．まとめ 

本報では，寒冷地におけるけい酸塩系表面含

浸工法の施工後一年時点での追跡調査の結果

を整理した．今後，本現場の追跡調査の継続や

各地の含浸工法施工事例について，データ蓄積

していく予定である． 
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Fig.2 N県現場における付着強度 
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Fig.3 T県現場におけるテストハンマー強度 

Test hammer strength of T pref. site 
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Fig.4 T県現場における付着強度 
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